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体
の
痛
み
や
動
か
し
に
く
さ
が
あ
る
時
の
治
療
方

法
と
し
て
、
様
々
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
に
牽
引
（
引
っ
張
る
）
が
あ
り
ま
す
。
牽
引
の

方
法
と
、
効
果
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

牽
引
の
方
法

　

一
般
的
な
牽
引
治
療
は
、
整
形
外
科
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
大
型
の
治
療
器
具
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
強
度
、
角
度
、
牽
引
間
隔

な
ど
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
、
自
動
で
頸
椎
や
腰
椎
を

牽
引
す
る
医
療
機
器
で
す
。
鍼
灸
師
に
な
る
前
の
医

療
機
器
会
社
で
勤
務
し
て
い
た
時
に
色
ん
な
タ
イ
プ

の
機
器
に
触
れ
ま
し
た
が
、
治
療
家
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
節
の
特
性
や
、
効
果
的
な
牽
引
角
度
が
あ

る
事
を
知
り
、
手
動
で
の
牽
引
の
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
リ
エ
ン
ダ
ー
と
い
う
、
自
動
で
動
く
機
械

と
手
の
押
圧
に
よ
る
牽
引
を
行
な
っ
た
り
、
ベ
ル
ト

で
施
術
者
の
体
と
患
部
を
繋
い
で
牽
引
し
た
り
、
手

の
感
覚
を
大
事
に
し
た
牽
引
方
法
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

牽
引
の
効
果

　

筋
肉
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ 

と

は
違
い
、
牽
引
で
は
主
に
、
深
部
の
組
織
を
伸
ば
し

ま
す
。
靭
帯
や
関
節
包
な
ど
、
通
常
の
ス
ト
レ
ッ
チ 

で
は
伸
ば
せ
な
い
部
分
に
、
持
続
的
な
牽
引
刺
激
を

か
け
る
こ
と
で
、可
動
域
の
改
善
、関
節
内
圧
の
減
少
、

血
流
増
加
、
痛
み
の
軽
減
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

牽
引
＋
α
の
治
療
方
法

　

当
院
で
は
、
牽
引
を
し
な
が
ら
モ
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
（
関
節
を
動
か
す
手
技
）、
グ
ラ
ス
ト
ン
テ
ク
ニ
ッ

ク
（
組
織
を
擦
っ
て
緩
め
る
）、
鍼
、
振
動
刺
激
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
牽
引
で
緩
め
た
組
織
に
プ
ラ
ス
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関節深部を緩める～牽引療法～

Hajime Acupuncture Clinic NEWS since2013

自動、他動で動く多機能ベッドです。施術
者が関節を固定し、ベッドが動くことで、
軽い力で関節の牽引が可能です。

施術者の腰と患者さんの体をベルトで固
定し、牽引をしながら手技を行っていま
す。関節深部まで緩めることができます。

所属する日本ファシア療法協会で、

臨床発表を行いました。「肩関節挙

上制限へのアプローチ～関節持続牽

引を併用して～」というテーマでお

話をさせていただきました。聴講さ

れた皆さんに、どのように感じてい

ただけたかは分かりませんが、自分

の臨床を見直す貴重な機会となりま

した。楽しかったです。

ベッドに寝そべり、腕をブラブラ降ります。
１～３kg位の重りを持っても良いでしょう。

階段や踏み台に乗り、片足をブラブラ
させます。足に重りをくくりつけても
良いでしょう。

腕や足にゴムをく
くり、ドアノブや
タンス、柱などに
もう一方を固定し
て牽引します。１
～２分持続します。

首の後ろにタオルを入れ、
優しく引っ張ります。強く
牽引すると首を痛めるの
で、優しく引いてください。

日本ファシア療法協会日本ファシア療法協会自宅でできるけん引療法

α
の
刺
激
を
か
け
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
得

ら
れ
、
治
療
実
績
が
上
が
る
経
験
を
し
て
い

ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
牽
引
療
法

ご
家
庭
で
も
タ
オ
ル
や
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を

使
っ
て
、
自
分
で
牽
引
を
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
定
期
的
に
牽
引
を
す
る
こ
と
で
早
く

症
状
を
と
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
た
だ
、

む
や
み
な
牽
引
は
、
危
険
な
事
も
あ
り
ま
す

の
で
、
専
門
家
に
確
認
を
し
て
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
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